
令和７年度 立川市立第八小学校 授業改善推進プラン 

学校の教育目標 

◎よく考え実行する子ども 

〇心豊かで思いやりのある子ども 

〇心も体もたくましい子ども 
 

児童に育成を目指す資質・能力 複数の教科や学年全体に共通する取組 

〇自ら考え、正しく判断し、実践する力（知） 

 

〇いつくしむ心で、人・物・自然と関わる力（徳） 

 

〇心身ともに健やかで、粘り強くやり抜く力（体） 

・基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、

「できた・わかった・また明日も学校に行きたい」と

いう気持ちと自信をもたせる授業づくり。 

・「立川スタンダード２０」に基づいた、「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた授業改善。 

・地域の教育資源を活用した体験活動の充実。 
 

教
科 

教科で育成を目指す資質・能力 資質・能力を育成するための具体的な取組（学習活動など） 

国
語 

〇丁寧に文章全体の構成を捉えて読み取り、自分の考え
をもつ力 
〇目的に応じて、自分の考えを筋道の通った文章で表現
する力 
〇相手の話を正確にとらえ、自分の思いを適切に表現す
る力 

・内容や要旨を捉えたり、文章構成をまとめたりする活動を重点 
的に取り組めるようにする。また、友達と考えを交流する時間を
確保する。 
・新聞やパンフレット作り、報告文など課題について調べ、目的 
や意図に応じて書き分けられるようにする。 
・ペアやグループでの話し合い活動を日常的に取り入れる。意 
見を伝え合う拡散的な話し合いと合わせて、意見をまとめてい 
く収束的な話し合いも実施していく。 

社
会 

〇社会生活について理解し、様々な情報を適切に調べて
まとめる技能 
〇社会にみられる課題を把握して、その解決に向けて社
会への関わり方について考え、表現する力 
○よりよい社会を考え、問題解決しようとする態度 

・学習内容を、各種資料とニュースや日常生活と関連付けて考 
えさせることで、学習の理解を深められるようにする。 
・学習課題に即した自らの課題を見付け、調べたことをレポート 
や新聞等にまとめ、表現する機会を設定する。 
・導入時に、児童が「調べたい」と思うような資料提示や授業の 
展開を工夫し、疑問をもとに児童自ら学習課題・学習計画を立 
て、見通しをもてるようにする。 

算
数 

〇基礎的・基本的な計算力 
〇数学的な見方・考え方を働かせ、筋道を立てて考察する 
 力 

・計算の手順を確実におさえ、一人一人の計算力を高める指導 
を行う。 
・個に応じて具体物を操作したり図を用いたりして、視覚的に問 
題場面を捉えられるようにする。 
・問題場面を式・絵・数直線・図等に表して、数量の関係を確か 
めて問題を解くことができるようにする。 
・習熟度に応じて前の学年の内容に戻って補充的指導を行う。 

理
科 

〇観察・実験の基本的な技能 
〇理科の学習を生かして問題を解決する力 
 

・問題解決の流れ(問題→仮説(予想)→観察・実験計画→ 
結果→考察→結論)に沿って指導する。 
・各学年で、児童の発達段階・実態を踏まえながら、理科の 
見方・考え方を働かせながら、知識及び技能を習得したり、 
思考・判断・表現したりできるように指導を系統的・計画的 
に行う。 

生
活 

〇身近な人々や社会及び自然と関わるよさや楽しさを知 
り、それらが自分の生活と深く関わっていることが分か 
る力 

〇相手意識や目的意識をもち、分かりやすく伝える方法を
考える力 
〇公共物や公共施設の大切さが分かり、それらを大切に
していこうとする力 

・身近な人々や公共施設及び自然と触れ合う活動を積極的に 
取り入れ、それらに親しみをもち、大切にしていきたいという思 
いをもつことができるようにする。 
・相手意識や目的意識をもたせ「誰に」「何を」「どのように」を 
児童と確認しながら学習活動を丁寧に進める。 
・実際に公共物や公共施設を利用し、それらのよさを実感させ 
る。また、今後も気持ちよく使用するために、自分たち自身がど 
うしていくべきかという視点で話し合う場面を設定する。 

 



音
楽 

○音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音
や音楽と豊かに関わる力 

 

・音楽を形づくっている要素を聴き取る力を身に付けられるよ 
う、ICTやワークシート、身体表現を取り入れながら段階的に 
指導内容を設定する。 
・思いや意図を表現に生かすことができるよう、「考える⇔試 
す」を繰り返し行う時間や場面を設定する。 

図
画
工
作 

〇形や色などの造形的な視点に気付き、材料を適切に用
いて、創造する力 
〇自分の見方・考え方を深めながら、創造的に発想、構
造、表現する力 
〇つくりだす喜びを味わい、主体的に表現・鑑賞する力 

・材料の適切な用い方等を視聴覚機器を活用して具体的に指 
導し、材料を存分に活用できる時間も確保する。 
・様々な視点をもって作品を捉え共有する時間を設定すること 
で、イメージを十分に膨らませながら創造する力を養う。 
・鑑賞や意見交換の時間を十分に設定し、自分や他者のつくり 
だした物のよさに気付けるようにする。 

家
庭 

〇日常生活に必要な基礎的な知識の理解を図り、それに
係る技能 
○日常生活の中から問題を見いだして、課題を解決する
力 
○家族また地域の一員としての自覚をもち、生活をよりよ
くしていこうとする態度 

・調理道具の使い方の学習や裁縫実習など、実践的・体験的な 
活動を取り入れる。 
・身に付けた知識を活用し、①家庭生活②調理の計画③日常 
着の手入れの仕方④裁縫の製作計画、⑤物や金銭の計画的 
な使い方等を考える活動を設定する。 
・自分の生活と関連付けて、学習したことを実生活に生かす活 
動を取り入れる。 

体
育 

〇体育の見方・考え方を養う、思考力・判断力・表現力。 
 
〇学び合い、高め合う学習を通じて高める、学びに向かう
力、人間性等。 

 

・体育を４つの視点「する・見る・支える・知る」で捉え、運動やス 
ポーツの価値や特性に着目し、運動課題の解決に向けて取り 
組めるようにする。 
・学び合いを充実させるためにＩＣＴを活用し、動きのポイントを 
動画や写真で示し、児童が課題を発見し、相互に声を掛けら 
れるようにする。 

外
国
語 

〇外国語に慣れ親しむ態度 
〇自分の思いや考えを相手に伝える力 
〇外国語を用いたコミュニケーション能力 

・楽しんで外国語に慣れ親しむことができるゲーム取り入れ、語 
彙を増やす。 
・伝え合う目的や必然性のある場面を設定することで児童同士 
のコミュニケーション能力を高めていく。 
・各自の学習活動のねらいに応じた状況を設定し、外国語の発 
音を聞いたり発音したりしていく活動を通して、相手に自分の 
思いが伝わる楽しさを感じられるようにする。 

 


